






































































































































































































１ 私は利用者の急激な生理的変化（嘔吐、意識喪失など）に対応することができる ０．９１３ －０．０８４ －０．０３７ －０．０６６ ０．１１３ ０．７７８
０．９０
２ 私は緊急時にも落ち着いて介護を行うことができる ０．７９１ －０．０３７ ０．０２９ －０．０８５ ０．１１６ ０．６６６
３ 私は突然の利用者の生理的変化（発熱、悪寒など）に応じて介護方法を変更できる ０．７３５ －０．０２２ －０．０５２ ０．１２３ －０．０２４ ０．５５０
４ 私は利用者の多くの情報から必要な介護を選択することができる ０．５８８ ０．３８７ ０．０２４ ０．０４５ －０．１５４ ０．６９９
５ 私は他職種（看護師、栄養士、理学療法士など）と連携を上手にとることができる ０．５５１ ０．１１０ ０．３７５ －０．０１０ －０．２９７ ０．６０５
６ 私は手際よく介護ができる ０．５４４ ０．１２３ －０．１０７ ０．１４４ ０．２６２ ０．６５０
７ 私は終末期における身体ケアが実践できる ０．４８３ ０．０３８ －０．００８ ０．２７８ ０．１３７ ０．５６２
８ 私は終末期における精神ケアが実践できる ０．４２２ －０．０７８ ０．１３０ ０．０４９ ０．１９７ ０．３６７
９ 私は利用者の価値観を十分に理解することができる －０．１０８ ０．７３３ －０．０８８ ０．０５７ －０．１００ ０．３９３
０．８４
１０ 私は利用者の心理的問題を利用者から直接聞きだすことができる ０．００５ ０．６７９ ０．０１４ －０．００７ ０．０５８ ０．５１０
１１ 私は利用者の言動と感情の不一致を理解することができる ０．０５３ ０．６６４ ０．０６５ －０．２２３ ０．１２６ ０．５２７
１２ 私は利用者のニーズに一致した介護を選択することができる ０．０９８ ０．６４２ －０．１７９ ０．３７０ －０．０２１ ０．６８０
１３ 私は利用者が内心抱いている不安を状況から推測することができる ０．１９５ ０．６２６ ０．０００ －０．２２７ －０．０８５ ０．４２７
１４ 私は利用者の言動から性格や生活習慣を読み取ることができる －０．０２０ ０．５７６ ０．０６２ －０．１３３ ０．２８５ ０．５１２
１５ 私は利用者の主体性を尊重した介護が実践できる －０．２９２ ０．４４８ ０．３９５ ０．３１１ ０．０２０ ０．６０１
１６ 私は利用者の個別性を考慮した介護が実践できる －０．１１７ －０．１０６ ０．８０９ ０．０７１ ０．２１３ ０．６７４
０．７７１７ 私は他職種（看護師、栄養士、理学療法士など）の基本的機能が理解できる ０．２４９ ０．０１２ ０．７１６ －０．１２８ －０．０１７ ０．７０７
１８ 私は残存機能をいかした介護が理解できる ０．０７０ ０．０３１ ０．５１１ ０．１４０ ０．００８ ０．４０７
１９ 私は他者の助言を受け入れなければ介護方法を選択することができない －０．１９９ ０．３６６ －０．０６１ －０．６２３ ０．０４９ ０．３８５
０．６６２０ 私は利用者が心情を表現してこないと精神的援助を計画できない ０．０６８ －０．０６７ －０．０６６ －０．５７１ ０．０６１ ０．３３２
２１ 私は利用者の意志を尊重せずに介護方法を選択してしまう －０．０２０ －０．０５９ ０．０１９ －０．４４２ －０．１１６ ０．２８１
２２ 私は介護方法を自分一人で選択できる ０．１５９ －０．０６５ ０．０４７ ０．０２１ ０．６８４ ０．６０２
０．７１
２３ 私は十分な情報がなくても現在の状況から適切な介護を推測できる ０．０６５ ０．０７２ ０．１１７ －０．０４７ ０．６０８ ０．５２２
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山 形 短 期 大 学 紀 要 第４２集１００
１０）前掲書５）
１１）前掲書６）
１２）前掲書７）
１３）井上深幸，柳側育子：在宅介護支援センターにおけるケアマネジメントの実態－介護
支援専門員の意識及び実践の実態調査を通して－，日本看護福祉学会誌，１３（２），１
－１２，２００８．
１４）松村孝雄，横川剛毅：知的障害者のイメージとその規定要因，東海大学紀要文学部第
７７輯，１０１－１０９，２００２．
１５）桂晶子，佐藤このみ：看護大学生が抱く認知症高齢者のイメージ，宮城大学看護学部
紀要，１１（１），４９－５６１，２００８．
１６）橋本美香：介護福祉士養成課程にある学生の認知症高齢者イメージ，山形短期大学教
育研究，９，５５－６１，２００９．
１７）菊池昭江：看護専門職における自律性と職場環境および職務意識との関連－経験年数
ごとにみた比較－，看護研究，３２（２），２－１３，１９９９．
１８）ミルトン・メイヤロフ：ケアの本質－生きることの意味（田村真，向野宣之訳），ゆ
みる出版，東京，１９８９．
１９）菊地一穂，橋本美香，三瓶典子：新人介護福祉士のストレスと達成感の実態，日本介
護福祉学会，１６，２０７，２００８．
２０）厚生労働省：社会保障審議会福祉部会，平成１８年１０月２５日資料．
２１）堀内ふき：看護と介護の異同－高齢者ケアにおける看護と介護を考察する－，保健医
療社会学論集，１８（２），１３－１７，２００８．
２２）渡辺裕美：看護と介護の異同―介護福祉の専門性―，保健医療社会学論集，１８
（２），１８－２３，２００８．
２３）今堀陽子，作田裕美，坂口桃子：臨床領域別にみた看護師の専門職的自律性の差異－
行動と態度の側面から－，滋賀医科大学看護学ジャーナル，７（１），１１－１６，２００６．
介護専門職自律性尺度作成（橋本） １０１

